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子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
意
欲
向
上
と

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を

秦
野
な
ら
で
は
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
し

産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
へ
の
積
極
的
な
企
業
誘
致
を

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
て

基
本
構
想
を
策
定
せ
よ

ネ
ッ
ト
依
存
の
リ
ス
ク
を
周
知
し

自
己
抑
制
能
力
を
高
め
る
教
育
を

災
害
発
生
時
に
し
っ
か
り
と
機
能
す
る

実
効
性
の
あ
る
協
定
の
締
結
を

学
力
向
上
に
は
、
個
を
支
援
す
る

マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
可
欠
だ

自
民
・
新
政　
　
　
川
口　
　
薫

一　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

問　
小
・
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
意
欲
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
各
競
技
団
体
の

大
会
や
教
室
な
ど
の
活
動
支
援
を
通
じ
、

ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
の
拡
充
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
の
部
活
動

顧
問
や
指
導
協
力
者
派
遣
の
充
実
な
ど

教
育
的
視
点
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
望　
子
ど
も
の
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に

慣
れ
親
し
む
こ
と
が
、
成
人
後
も
ス
ポ

ー
ツ
を
続
け
よ
う
と
す
る
意
欲
に
つ
な

が
る
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や
競
技

人
口
の
増
加
促
進
の
た
め
に
も
、
引
き

続
き
、
子
ど
も
た
ち
の
意
欲
向
上
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

二　
名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
に
つ
い

て問　
当
初
に
目
標
と
し
て
い
た
来
館
者

数
と
達
成
率
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
当
初
の
目
標
来
館
者
数
は
、
年
間

９
万
４
千
人
、
１
日
当
た
り
２
６
６
人

と
し
、
現
状
は
１
日
当
た
り
１
８
４
人
、

約
70
％
の
達
成
率
と
な
る
。

創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
村
上　
　
茂

一　
農
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
、
家

畜
排
泄
物
、
食
品
残
渣
、
剪
定
枝
な
ど

の
有
機
質
資
源
の
活
用
を
含
め
た
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
30
年
度
か
ら
市
民
自
ら
が
近

隣
の
農
地
に
食
品
残
渣
を
持
ち
込
み
、

コ
ン
ポ
ス
ト
で
堆
肥
化
し
、
作
物
の
栽

培
や
収
穫
を
行
う
体
験
型
農
園
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

公　
明　
党　
　
　
横
山
む
ら
さ
き

一　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
時
代
の
教
育
に
つ
い
て

問　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
過
剰
利
用
に

よ
る
ネ
ッ
ト
依
存
症
は
学
力
低
下
、
睡

眠
障
害
、
体
力
低
下
な
ど
深
刻
な
問
題

を
起
こ
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
長
時
間

利
用
を
防
ぐ
た
め
、
市
内
統
一
し
た
利

用
時
間
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
は
ど
う
か
。

答　
子
ど
も
へ
の
適
切
な
利
用
の
指
導

は
重
要
で
あ
る
が
、
市
内
統
一
ル
ー
ル

の
効
果
を
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
読
み
書
き
が
困
難
な
※
デ
ィ
ス
レ

ク
シ
ア
の
児
童
・
生
徒
の
学
習
支
援
に

効
果
的
な
Ｉ
Ｔ
教
材
と
し
て
、
※
デ
イ

創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
加
藤　
　
剛

一　
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
所
得
や
学
歴
な
ど
家
庭
の
社
会
経

済
的
背
景
（
Ｓ
Ｅ
Ｓ
）
と
学
力
に
は
相

関
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
た
。
学
力
向
上

の
た
め
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
家
庭
学

習
方
法
な
ど
を
学
ぶ
「
生
活
指
導
通

信
」
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
啓
発
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
が
、
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
報
告
書
を
大
幅
に
見
直
す

た
め
、
家
庭
と
の
効
果
的
な
連
携
方
法

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

要
望　
Ｓ
Ｅ
Ｓ
と
学
力
の
相
関
を
認
識

し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
施
策
を
打

ち
出
し
て
底
上
げ
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

二　
各
種
団
体
と
の
連
携
協
定
に
つ
い

無　
所　
属　
　
　
吉
村　
慶
一

一　
学
力
向
上
に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
４
月
の
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
本
市
児
童
・
生
徒
の
平
均
正
答
率

（
単
位
％
、
カ
ッ
コ
内
は
全
国
平
均
）

は
、
小
学
６
年
生
算
数
の
知
識
問
題
73

（
78
・
６
）
、
活
用
問
題
41
（
45
・
９

）
、
中
学
３
年
生
数
学
で
は
そ
れ
ぞ
れ

60
（
64
・
６
）
と
44
（
48
・
１
）
で
あ

っ
た
。
全
国
平
均
と
は
相
当
の
差
が
あ

り
、
市
長
が
「
教
育
水
準
の
改
善
・
向

上
」
を
市
政
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と

し
た
こ
と
は
時
宜
に
か
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
学
力
向
上
の
た
め
に
は
、
正
答

率
が
本
市
平
均
の
半
分
に
も
満
た
な
い

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
個
に
応
じ
た
支

援
が
大
切
と
思
う
。
算
数
・
数
学
の
知

識
問
題
に
お
い
て
、
こ
れ
に
該
当
す
る

児
童
・
生
徒
の
数
は
、
ど
の
程
度
に
な

る
か
。

答　
小
学
６
年
生
で
約
８
％
、
中
学
３

年
生
で
約
13
％
に
な
る
。
35
人
の
ク
ラ

ス
に
そ
れ
ぞ
れ
、
２
人
か
ら
３
人
、
４

人
か
ら
５
人
い
る
こ
と
に
な
る
。

問　
そ
の
児
童
・
生
徒
の
知
識
の
定
着

の
困
難
は
、
い
つ
頃
か
ら
と
考
え
る
か
。

答　
個
人
差
が
あ
り
特
定
は
困
難
だ
が
、

小
学
１
年
生
の
時
か
ら
個
に
応
じ
た
支

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
木
村　
眞
澄

一　
秦
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
仮
称
）

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
活
か

し
た
周
辺
土
地
利
用
構
想
に
つ
い
て 

問　
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
に
お
け
る

市
街
化
区
域
の
編
入
と
、
企
業
誘
致
の

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
対
象
地
を
市
街
化
区
域
へ
編
入
す

る
に
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
熟
度

を
高
め
る
必
要
が
あ
り
、
平
成
30
年
度

中
の
組
合
設
立
を
目
指
し
、
土
地
区
画

整
理
事
業
の
実
現
を
支
援
し
た
い
。
企

業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
り
進
出
見
込
み
の
あ
る
企
業
を

抽
出
、
訪
問
し
、
最
新
の
企
業
情
報
を

活
物
資
を
供
給
す
る
体
制
が
弱
い
と
感

じ
る
。
本
市
へ
支
援
を
検
討
し
て
く
れ

る
企
業
も
あ
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
機

能
す
る
協
定
の
締
結
に
努
め
て
ほ
し
い
。

を
見
直
す
と
の
こ
と
だ
が
、
30
年
度
の

売
却
比
率
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
29
年
度
の
組
成
分
析
結
果
を
反
映

し
、
30
年
度
は
実
態
に
即
し
、
ア
ル
ミ

缶
の
比
率
を
引
き
上
げ
た
。

要
望　
回
収
し
た
缶
の
資
源
化
に
つ
い

て
随
意
契
約
が
続
い
て
い
る
が
、
入
札

制
度
へ
の
移
行
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

問　
目
標
達
成
の
方
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
温
浴
施
設
の
特
集
雑
誌
な
ど
へ
の

広
告
掲
載
、
秦
野
駅
へ
の
電
飾
看
板
の

設
置
な
ど
に
よ
り
知
名
度
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
本
市
と
連
携
協
定
し
て
い
る
企

業
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
加
盟
登
録
店
と

な
る
こ
と
や
、
割
安
な
回
数
券
発
行
な

ど
に
よ
り
利
用
者
拡
大
に
努
め
る
。

要
望　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
中
で

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
し
た
い
。

し
っ
か
り
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
に
し

て
ほ
し
い
。

問　
本
市
で
は
国
の
実
証
実
験
で
下
水

汚
泥
を
乾
燥
汚
泥
に
縮
減
し
、
肥
料
な

ど
の
有
価
物
と
す
る
可
能
性
を
調
査
・

研
究
し
て
い
る
が
、
牛
ふ
ん
と
の
混
合

肥
料
の
可
能
性
は
ど
う
か
。

答　
下
水
汚
泥
と
牛
ふ
ん
の
混
合
は
、

堆
肥
の
発
酵
状
態
な
ど
の
問
題
も
あ
る

の
で
、
有
価
物
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に

畜
産
農
家
に
試
験
的
使
用
を
依
頼
し
、

有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問　
有
機
質
資
源
か
ら
堆
肥
を
作
り
、

高
品
質
な
農
産
物
を
作
る
過
程
に
関
わ

る
組
織
づ
く
り
と
し
て
、
農
業
者
の
組

織
化
、
法
人
化
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
組
合
、
法
人
化
、
集
落
営
農
な
ど

の
手
法
が
あ
る
が
、
組
織
化
に
向
け
た

農
業
者
の
総
意
や
自
主
性
を
確
認
し
な

が
ら
、
農
協
や
県
と
と
も
に
協
議
し
、

支
援
し
て
い
き
た
い
。

問　
有
機
質
資
源
や
水
資
源
、
観
光
な

ど
の
地
域
資
源
を
含
め
た
資
源
循
環
型

社
会
の
構
築
に
向
け
た
基
本
構
想
を
策

定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
水
と
緑
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
市
民
や
議
会
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

ジ
ー
教
科
書
の
活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
環
境
は

整
っ
て
お
り
、
支
援
が
必
要
な
児
童
・

生
徒
の
意
向
を
踏
ま
え
利
用
し
た
い
。

二　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

問　
国
の
補
助
交
付
要
綱
改
正
で
就
学

援
助
を
入
学
前
に
支
給
す
る
自
治
体
が

増
加
し
て
い
る
。
中
学
校
と
同
様
に
小

学
校
入
学
前
援
助
の
可
能
性
は
ど
う
か
。

答　
本
市
独
自
の
支
給
シ
ス
テ
ム
の
改

修
に
時
間
と
費
用
が
か
か
る
た
め
、
他

市
の
状
況
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

要
望　
食
事
を
欠
く
子
ど
も
や
家
庭
に

即
対
応
す
る
た
め
、
身
近
な
市
内
商
業

て問　
本
市
で
は
連
携
協
定
の
窓
口
が
一

本
化
さ
れ
て
い
な
い
。
協
定
を
他
の
分

野
に
広
げ
る
に
は
専
門
部
署
を
設
置
し
、

対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
日
頃
か
ら
そ
の
分
野
を
担
当
し
て

い
る
部
署
が
窓
口
と
し
て
対
応
す
る
こ

と
で
、
協
定
を
締
結
す
る
事
務
が
円
滑

に
進
め
ら
れ
、
連
携
や
協
力
体
制
も
さ

ら
に
強
化
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
災
害
時
に
お
け
る
協
定
に
つ
い
て
、

締
結
先
の
新
規
開
拓
は
し
て
い
る
か
。

答　
社
会
情
勢
な
ど
の
変
化
に
伴
い
、

応
援
協
力
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
積

極
的
に
情
報
収
集
を
行
い
、
協
定
締
結

に
向
け
企
業
や
団
体
と
調
整
し
て
い
る
。

要
望　
現
在
の
協
定
で
は
、
食
料
や
生

援
は
必
要
だ
と
思
う
。

問　
こ
の
課
題
解
決
に
は
、
ど
れ
ほ
ど

の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
だ
と
考
え
る
か
。

答　
個
に
応
じ
た
支
援
の
た
め
に
、
教

育
支
援
助
手
を
小
・
中
学
校
に
配
置
し
、

平
成
30
年
度
で
は
そ
の
数
は
64
人
に
な

る
。
退
職
教
員
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
個
を
支
援
す
る
体
制
整
備
に
も
努
め

て
い
る
。
必
要
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
程
度

は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
慎
重
に
見
極
め
る
。

把
握
し
て
い
る
。

問　
誘
致
活
動
で
の
感
触
は
ど
う
か
。

答　
高
速
道
路
を
中
心
と
し
た
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
評
価
が
高
く
、
特
に
製
造
業

か
ら
強
い
関
心
が
示
さ
れ
て
い
る
。

要
望　
庁
内
を
横
断
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
秦
野
な
ら
で
は

の
優
位
性
を
前
面
に
打
ち
出
し
、
企
業

誘
致
を
進
め
て
ほ
し
い
。

二　
ご
み
減
量
施
策
に
つ
い
て 

問　
地
域
で
の
丁
寧
な
説
明
を
要
望
し

た
結
果
、
平
成
29
年
度
の
ご
み
量
減
少
、

資
源
物
回
収
量
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
る
。
缶
の
売
却
比
率
に
つ
い
て
は
、

ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
の
固
定
比
率

「生活指導通信」で学力の底上げを

マーケティングを踏まえた運営を
（写真は名水はだの富士見の湯）

産業利用促進ゾーンへの企業誘致促進を
（写真は秦野サービスエリア（仮称）工事現場）地域資源を含めた資源循環型社会の構築を

ICT時代に対応した教育を 個に応じた支援の充実を

者
な
ど
に
呼
び
掛
け
、
※
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
の
仕
組
み
を
考
え
て
ほ
し
い
。

三　
市
営
住
宅
の
公
募
に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
に
２
回
公
募
し
た
薬
師

原
団
地
は
空
室
が
あ
る
が
、
入
居
要
件

の
緩
和
と
募
集
機
会
の
拡
大
は
ど
う
か
。

答　
入
居
に
至
ら
な
か
っ
た
住
戸
は
、

入
居
相
談
が
あ
っ
た
順
に
審
査
・
入
居

決
定
を
行
う
よ
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検
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※ディスレクシア…学習障害の一種で、知的能力や一般的な理解能力などに特に異常がないにもかかわらず、文字の読み書きに著しい困難を抱える障害のこと。
※デイジー教科書… 通常の教科書と同様のテキスト、画像を使用し、テキストに音声を同期させて読むことができる教科書のこと。
※フードドライブ…家庭で余っている食べ物を学校や職場などに持ち寄り、まとめて地域の福祉団体や施設、フードバンクなどに寄付する活動のこと。

用語解説




